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この資料は、以下の製品について記述したものです。 

・申告奉行 [法人税･地方税編]ｉシリーズ 

・申告奉行 [法人税･地方税編]ＶERP 

 

 

 

 

本資料では、税理士が納税者に代わって電子申告を行う（代理送信）手順をご案内します。 

 

※ 本手順書の画面イメージは『申告奉行ｉ11[法人税・地方税編]シリーズ』のものです。 

  画面イメージは、ご利用の製品・バージョンにより異なる場合がありますので、ご了承ください。 

 

  

 

 

 

 以下のページで、事前準備から、電子申告を行う手順を記載しています。 

 （◆をクリックすると該当ページにジャンプします。） 

 

【事前準備】 
◆ 税理士が代理送信を行うための設定をする （２ページ） 

 

【法人税申告の流れ】 
◆ 申告データを作成する （３ページ） 

◆ 電子署名を付与する （４ページ） 

◆ 送信する （５ページ） 

◆ 受付結果を確認する （６ページ） 

 

【地方税申告の流れ】 
◆ 申告データを作成する （７ページ） 

◆ 電子署名を付与する （９ページ） 

◆ 送信する （10ページ） 

◆ 受付結果を確認する （11ページ） 

 

【トラブルシューティング】 
◆ よくあるお問い合わせ（ＦＡＱ） （13ページ） 

 

操作の詳細につきましては、該当のページをご参照ください。  

税理士が代理送信を行う手順について 

内 容 

目 次 
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① [導入処理]-[申告情報登録]-[申告情報登録]メニューを選択します。 

② [関与税理士設定]ページで、「申告書の作成や審査」等を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   申告書の作成や審査 

   「１：税理士に作成を依頼する」を選択します。 

   事務所名、税理士名等 

   「事務所名」等、税理士に関する情報を入力します。 

③ F12[登録]キーを押して、登録します。 

 

 

  

税理士が代理送信を行うための設定をする 
 
 
 
 
 
 

②-1 

②-2 

②-1 

②-2 
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申告書の作成が終了したら、法人税申告データを作成します。 

 

① [電子申告]-[法人税]-[法人税申告データ送信（作成）]メニューを選択します。 

② [基本]ページで、納税者の利用者識別番号、税理士の利用者識別番号を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ F2[実行]キーを押して、法人税申告データを作成します。 

④ [作成帳票確認]画面で作成した法人税別表を確認します。［OK］ボタンをクリックし、署名を付与します。 

  

法人税申告データに、以下の外部データを含めることができます。 

・『勘定奉行』で作成した財務諸表データ 

・『申告奉行[内訳書・概況書編]』の内訳書／概況書データ 

・e-Taxソフト等の xtxデータ 

・添付書類のイメージデータ（PDF） 
 

外部データを含めて電子申告する場合は、 

[その他の書類] ページで 

それぞれのファイルを指定してください。 

※ Excelのデータは受け入れられません。 

選択した帳票のプレビューを確認できます。 

法人税申告データを作成する 
 
 
 
 
 
 

② 

③ 

④ 
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① [電子申告]-[法人税]-[法人税署名付与]メニューが表示されます。 

② 作成済みの法人税申告データが表示されますので、署名を付与する法人税申告データにチェックを付けて、

F2[実行]を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ [電子証明書選択]の画面が表示されます。 

税理士の電子証明書の種類を選択し、［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ [署名内容]の確認画面が表示されますので、内容が正しいかを確認します。 

［OK］ボタンを押すと、作成した法人税申告データに電子証明書が付与されます。 

 

  

署名を付与する法人税申告データにチェックを付けます。 

電子署名を付与する 
 
 
 
 
 
 

② 

③ 
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① [電子申告]-[法人税]-[法人税申告データ送信]メニューが表示されます。 

② e-Tax へ送信する法人税申告データにチェックを付けて、F2 [実行]を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ e-Tax へのログイン画面が表示されます。 

税理士の利用者識別番号でログインします。 

［OK］ボタンをクリックすると、法人税申告データが送信されます。 

 

  

e-Tax へ送信する法人税申告データにチェックを付けます。 

送信する 
 
 
 
 
 
 

② 
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[電子申告]-[法人税]-[国税メッセージボックス確認]メニューが表示されます。 

受付結果を確認し正常に受け付けられていれば、法人税申告データの送信は完了です。 

 

  

リストからメッセージを選択すると、詳細が表示されます。 

受付結果を確認する 
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申告書の作成が終了したら、地方税申告データを作成します。 

 

① [電子申告]-[地方税]-[地方税申告データ送信（作成）]メニューを選択します。 

② [基本]ページで、納税者の利用者ＩＤ、税理士の利用者ＩＤを入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ F2[実行]ボタンを押して、地方税申告データを作成します。 

④ [利用者情報ファイル設定]画面が表示されます。 

利用する利用者情報ファイルを選択し、［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

   利用者情報ファイルをダウンロードして利用する 

     PCdesk 等で利用者情報ファイルの提供依頼・承認を行った提出先のみ利用可能です。 

     税理士の利用者ＩＤでログインします。 

   エクスポート済の利用者情報ファイルを利用する 

     あらかじめ利用者情報ファイルをダウンロードしている場合は、[参照]ボタンをクリックし、 

     ダウンロード済みの利用者情報ファイルを指定します。 

地方税申告データを作成する 
 
 
 
 
 
 

② 

③ 

④-1 

④-2 

④-1 

④-2 

地方税申告データに、以下の外部データを含めることができます。 

・『勘定奉行』で作成した財務諸表データ 

・PCdeskで作成したデータ 

・その他の添付書類データ 
 

外部データを含めて電子申告する場合は、 

[その他の書類]ページでそれぞれのファイルを指定してください。 
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⑤ [作成帳票確認]画面で作成した地方税様式を確認します。［OK］ボタンをクリックし、署名を付与します。 

 

 

  

選択した帳票のプレビューを確認できます。 

⑤ 

【よくあるお問い合わせ】 

Q 地方税電子申告データ作成時に「申告先として利用できる税目が存在しません。」 
のメッセージが表示されます。 

 

A 納税者の提出先情報が取得できないことが原因です。 

「電子申告先未登録一覧」の画面が表示される場合も原因は同じです 

対処方法については、こちらのＦＡＱをご確認ください。 

参 考 

https://www.obcnet.jp/index.php?module=Faq&action=Detail&WebFaqID=3759&disp_type=keyword&from=list
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① [電子申告]-[地方税]-[地方税署名付与]メニューが表示されます。 

② 作成済みの地方税申告データが表示されますので、署名を付与する地方税申告データにチェックを付けて、

F2[実行]ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ [電子証明書選択]の画面が表示されます。 

税理士の電子証明書の種類を選択し、［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ [署名内容]の確認画面が表示されますので、内容が正しいかを確認します。 

［OK］ボタンをクリックすると、作成した地方税申告データに電子証明書が付与されます。 

 

 

 

 

 

 

  

署名を付与する地方税申告データにチェックを付けます。 

電子署名を付与する 
 
 
 
 
 
 

② 

③ 

④ 
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① [電子申告]-[地方税]-[地方税申告データ送信] メニューが表示されます。 

② 地方税ポータルシステムへ送信する地方税申告データにチェックを付けて、F2 [実行]を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 地方税ポータルシステムへのログイン画面が表示されます。 

税理士の利用者ＩＤでログインします。 

［OK］ボタンをクリックすると、地方税申告データが送信されます。 

 

 

  

地方税ポータルシステムへ送信する地方税申告データにチェックを付けます。 

送信する 
 
 
 
 
 
 

② 
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① [電子申告]-[地方税]-[地方税メッセージボックス確認]メニューを選択します。 

② 地方税ポータルシステムへのログイン画面が表示されます。 

税理士の利用者ＩＤでログインします。 

 

 

 

 

 

 

 

③ [地方税メッセージボックス検索]画面が表示されます。 

ここでは何も変更せず［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 税理士本人分のメッセージが表示されますので、F9[納税者表示]を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受付結果を確認する 
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リストからメッセージを選択すると、詳細が表示されます。 

⑤ 再度[地方税メッセージボックス検索]画面が表示されます。 

メッセージリストに表示する範囲を指定して、［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 税理士（代理人）が送信した「納税者分」のメッセージが表示されます。 

正常に受け付けられていれば、地方税申告データの送信は完了です。 

  

申告時期などによっては、eLTAXが混雑する場合があります。 

混雑している場合は、メッセージボックスに滞留している旨のメッセージが届きます。 

少し時間をおいてから、再度メッセージボックスをご確認ください。 

参 考 

メッセージが格納されてから一定期間を経過すると、削除されます。 

※削除されるまでの一定期間は、 

通知内容によって 30日・90日・120日と異なります。 
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【国税電子申告】 
◆ 「IC カードを認識できませんでした。設定を確認し、再度実行してください。」のメッセージが出る 

◆  e-Tax（国税受付システム）への電子申告データ送信時に 

「e-Tax（国税受付システム）に接続できませんでした。電子申告に必要な～」が表示される 

 

【地方税電子申告】 
◆ 地方税電子申告データ作成時に、「申告先として利用できる税目が存在しません」のメッセージが表示される 

◆ 電子申告データ作成実行時に「当システムの「会社情報」と eLTAX の「利用者情報」の登録内容が異なります。」 

と表示される 

 

以上 

よくあるお問い合わせ（ＦＡＱ） 

https://www.obcnet.jp/index.php?module=Faq&action=Detail&WebFaqNo=21359
https://www.obcnet.jp/index.php?module=Faq&action=Detail&WebFaqNo=21431
https://www.obcnet.jp/index.php?module=Faq&action=Detail&WebFaqID=4374&disp_type=keyword&from=list
https://www.obcnet.jp/index.php?module=Faq&action=Detail&WebFaqNo=20912

